























































































































































































































平22 平23 平24 平25 平26
検挙事件数 398 450 510 524 574
検挙人員 583 647 846 716 838

























































































































































平25 平26 平25 平26 平25 平26 平25 平26
商標権侵害事犯（偽ブランド事犯等） 241 247 346 381 215 233 14 23
うちインターネット利用 158 174 227 246 152 149 6 13
うちインターネット・オークション利用 103 99 132 127 80 66 1 2
著作権侵害事犯（海賊版事犯等） 240 270 279 348 146 147 5 15
うちインターネット利用 209 224 224 232 115 93 2 2
うちインターネット・オークション利用 36 51 43 57 27 35 0 1
その他 43 57 91 109 47 61 14 20
うちインターネット利用 16 23 31 26 21 15 3 3
うちインターネット・オークション利用 8 8 12 7 6 2 1 1
合計 524 574 716 838 408 441 33 58
うちインターネット利用 383 421 482 504 288 257 11 18
うちインターネット・オークション利用 147 158 187 191 113 103 2 4
注 1 　平成25年の「その他」には、不正競争防止法違反（41事件）、農林物資の規格化及び品質表示の適正化
に関する法律違反（ 1 事件）、特許法違反（ 1 事件）を計上している。また、平成26年の「その他」に
は、不正競争防止法違反（55事件）、農産物検査法違反（ 1 事件）、意匠法違反（ 1 事件）を計上してい
る。そのうち、不正競争防止法違反16事件及び農産物検査法違反 1事件は、食の安全に係る事犯にも計
上している。
　 2 　平成25年の不正競争防止法違反（41事件）には、営業秘密侵害事犯（ 5 事件）を含む。また、平成26
年の不正競争防止法違反（55事件）には、営業秘密侵害事犯（11事件）を含む。



















平22 平23 平24 平25 平26
押収数 141,205 213,203 117,143 104,776 118,464




韓国 9,032 7,228 15,230 10,425 56,461
中国（本土） 118,162 159,276 73,511 63,373 57,221
中国（香港） 17 62 61 22 472
中国（台湾） 825 83 0 0 1
タイ 85 394 0 41 215
フィリピン 120 1,246 0 0 4
その他 11 14 44 198 22
































































































































































































































































































































































見ましたところ、 2週間のコースで、知的財産に関する時限は90分 5 時限で
す。中身がどうかというと、 1時限は警察庁から来て、さっきの統計の数字
みたいな話しをします。こんなのを研究しました。あるいは事例を話しま
す。残りの 2時限が、知財管理団体と経産省から担当官が来て同じような話
しをします。残りの 2時限は、経産省から過去に行った知的財産の関係の捜
査の話しをしてくれるのですが、ほとんどは表見的に分かる偽ブランドと著
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作権侵害しかしません。不正競争防止法などという難しいものは全く触りも
しないということです。
　警察から事件を送致される検事なのですが、全然勉強していないから、警
察が捜査して送致されてしまったら、そこで初めて過去の事例やいろんなも
のを見て勉強しているということでした。ですから、捜査手法や手続きにつ
いては適法・適正に行われていて全然問題がないのですが、一番の問題は何
かというと、前段の「どうやって捜査するの」というところなのです。犯罪
事実を作り上げてしまって、送致して、起訴するかどうかは比較的今までの
刑事手続で分かりやすいのですが、最初の捜査の手順というところが全然研
究されていないというところです。
　今回思いつくままにお話ししたのですが、例えば知財の実務を大学院で研
究していただく。つまり、昨年11件の検挙事例があるわけですから、この不
正競争防止法の事件の捜査手法はどうだとか、こうこうこうじゃないか。刑
事手続に合わせて本当はこうだったのではないか。もう少しこういう方法で
できるのではないかということも、研究も可能なのではないかと思います。
ただハードルが高いですね。実際の事件ですので、事件が起訴されて、有罪
が確定して、相当時間が経たない限り生々しい話は出てこないということに
なりますが、起訴状などは存在しているのですから、今から準備をしていけ
ば、研究できる事例が集まるのではないかと考えます。
　もう一つは、例えば大学院の先生や、あるいは今日おいでになった弁理士
さん、そういう方々がせっかく研究をされているので、警察に行っていただ
いて講師をしていただいて、実際の実務はこうやっていますよというお話を
する機会を多くしていただく。あるいは今日のようなシンポジウムに警察官
においでいただけませんかと招聘することも必要ではないでしょうか。シン
ポジウムに参加していただくということもあるのではないかと思います。何
よりも期待しているのは、今日のこのシンポジウムが起爆剤になってゆく期
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待です。今回も、警察庁に「今日こういうところに行って、こういう話しを
してきました」という報告をします。そのときに警察庁が食ってくれて、
「では国士舘大学に捜査員の幹部を誰か派遣して研究させましょう」という
ふうに言ってくれないかなと淡い期待をしています。
　ということでいろいろ申し上げましたが、なかなか知財の捜査官というの
は育っておりませんので、ぜひ大学の法学部で知的財産捜査についての研究
をしていただき、その学生が警察官になる。あるいは企業人になって、ある
いは教員になって、そして情報がいかに大切なものかという教育をしていた
だくというようなことを期待して終わりたいと思います。ありがとうござい
ました。（拍手）
　飯田：江崎先生、久保田先生、どうもありがとうございました。第二部の
テーマ 1はこれで終了です。テーマ 2は、「職業実践力育成に向けたこれか
らの知財大学員教育」です。
　キーワードは「職業実践力育成プログラム、BP認定制度」という名前で
す。「Brush─upProgramForProfessional」ということですけれども、高度
人材養成のための社会人学び直し大学院プログラムというのが平成27年度、
予算額が 1 億5,200万円という範囲内で文科省の方の新しいプログラムが出
ております。具体的には大学、大学院、専門学校等が産業界と共同して、高
度な人材や中核的な人材の養成等を行うオーダーメード型の職業教育プログ
ラムを新たに開発、実践するとともに、プログラム履修者への支援を行うな
ど、社会人の学び直しを推進するということで動いています。
　長丁場になりましたので、このテーマでの議論は短時間で行います。ここ
は一人 3分でピシッと言っていただきたいと思います。職業実践育成プログ
ラムという認定制度が新たに設けられ、専門大学院の在り方が問われていま
す。ところで、本学知財大学院（総合知的財産法学研究科）は専門職大学院
ではありませんが、限りなく専門職大学院に近いカリキュラムで運営されて
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います。単位数も通常の研究職研究科の修了単位数の約 2 倍と、54単位で
す。従いまして、文科省が想定している120時間プログラムとはまったく違
うわけです。現在のカリキュラムの中でこのプログラムの内容を構成するこ
とは十分にできますが、時間数が異なります。従いまして、認定受けようと
すれば、例えば防災総研が防災基礎教育等で採用している認定制度のような
新しい仕組みが必要です。はたして、知財大学院でこれに対応することがで
きるかを検討するために、現実にどういう授業を著作権法、あるいは意匠法
等の科目でなされているかを、少し 3 人の先生方にお話しをしていただい
て、まとめていきたいと思います。三浦先生からよろしくお願いします。
　三浦：こんにちは。私は三浦正広と申します。著作権法を担当していま
す。私が国士舘大学に着任いたしましたのは、総合知的財産法学研究科がで
きたときで、ちょうど10年ということになります。学部の方では知的財産法
という講義を担当していますが、大学院は著作権法の講義科目と演習科目を
担当しております。著作権の場合に、今日は多くの弁理士の方や知財関係の
方がいらしていますが、普通、著作権法も知的財産法の中に含まれますけれ
ども、著作権法では人格権が保護されているというということに加えて、あ
と、メディア法としての色彩もありまして、100％知的財産法として分類さ
れるわけではないということを、いつも授業の中では話しております。大学
院の授業では特に判例研究といった方法で、演習科目などを行っておりま
す。具体的な題材を取り上げて、それについてああでもない、こうでもない
といったような解釈をするということです。
　最近特に気になっておりますのは、知財関連科目を担当している大学院の
先生方が集まる会議があるのですが、法律の先生が非常に少ないのです。知
財教育というのは、一昔前は法律の先生が多かったと思うのですが、今は経
営マネジメント法の先生とか、科学技術など理工系の先生方もいらっしゃい
まして、非常に法律学を専攻している方が少ないのです。法律を勉強してい
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る方の中で弁護士、弁理士の先生方、その弁理士の先生方もどちらかという
と法律出身ではなく理工系出身で法律を勉強されているという先生なので
す。ですから知財教育を受け、法律学の役割がどうあるべきなのかというこ
とを常々考えております。
　基本的には法律の勉強というのは法解釈学だと私は思っているのですが、
そういった先生方の中に入りますと、ああでもない、こうでもないという法
律学は、あまり面白くないようです。ただ時間ばかり掛かって議論している
といったようなイメージに受け止められがちなのですが、決してそんなこと
はありません。
　格好の例が、安保法案のときに憲法の先生方が、「政府見解が違憲だ」と
いうような見解を述べていましたが、知財に関しては「特許庁がこう言って
いるのだからこうなのだ」「最高裁がこう言っているのだからこうなのだ」
というふうにそのまま受け入れることではなく、「そうではない」と反論で
きるような勉強をしていただきたいというふうに思っております。今日は
OB、OGの方々にもそのような意見がありましたし、今日このシンポジウ
ムに参加してくださっている学部の学生の方も、恐らく知財に興味がある人
だと思うのですけれども、そのような意識を持って勉強していただき、ある
いは大学院に来て勉強していただきたいと思っています。以上です。
　飯田：続いて本山先生の方に、外国著作権というところでお願いします。
　本山：私は、大学院の方では外国著作権法という講義を担当しているので
すが、例えば自分の性格も、他人の性格との比較でよく分かるということが
あるのではないかと思います。やはり比較というのは自分を知る上で非常に
重要な手法なのです。
　そういう意味で、僕は外国著作権法という講義では、あくまで日本の著作
権法を知るために、その比較の対象として外国の著作権法を紹介しながら、
それを日本語の理解を深めるというようなスタンスで教えております。具体
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的な手法としては、単なる講義形式ではなくて、15回の講義のうちに 5つか
6つの事例問題を作成して、ケーススタディとしてその解決策を検討してい
くという方法をとっています。それは著作権法上の主要な論点に関する事例
問題なのですが、それについてAさんと Bさんがこういう紛争を生じてい
ると。そのときにAさんは Bさんに対してどのような請求をすることがで
きるかと。そういったことをみんな議論し合いながら考えていくと。ですか
ら単に僕が一方的にしゃべるのではなく、個々受講者に当てて、その回答を
求めていくというような方法を取っています。
　法律学というのはあくまでも具体的な紛争解決のための実践学、実学です
ので、法律知識を抽象的に分かっていても、それを社会で紛争解決する手段
として機能させることができないと、これは法律意識を持っているというこ
とにならないのです。ですから僕はそういう立場から、大学院での勉強で習
得してもらう知識も、あくまでも実際に使える知識を身に付けてほしいとい
う考え方で教育をしております。
　飯田先生の方から、職業実践に関する話しもありまして、その点で思いま
すのは、僕は、学部のゼミ生は著作権管理団体の JASRACに見学に連れて
いくわけですけれども、それはどうしてかと言いますと、これも実学として
の法律学の考え方に基づくのですが、要するに著作権法という法律が、通常
は主に教室で勉強している対象ではあるのですが、実際に自分で勉強したも
のが、実際に社会でどうやって機能しているのかということを現場で見聞き
してもらう。あるいはその権利に基づく仕事をしている人の声を聞いたり、
姿を見ることによって、著作権とはこういうふうに社会で動いているのだと
いうことが分かってもらうように教育に努めています。そういう意味で、こ
れからの大学院としても、実際に例えば権利関連の仕事をやっている方とか
音楽著作権の処理、そういった方々、実践的に法律を使っている方々に講師
として来ていただいて、そして学生に生々しい生きた法律を分かってもらう
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機会を与えていったらいいのではないかと思っています。以上です。
　飯田：ありがとうございます。まとめは後にしまして、続いて鷹取先生に
よろしくお願いします。
　鷹取：こんにちは、鷹取と申します。私は大学院の方では、意匠法、商標
法、不正競争防止法という科目を担当しております。意匠法、商標法、不正
競争防止法というのは、基幹科目として知的財産法学研究科の中心的な科目
の一つの分野だと考えております。ですから、この法律についての基礎的、
体系的な法的理解を深めるということに重点を置いて講義等行っているとこ
ろです。判例などもそういった点から、基本的な法的解釈の理解を助けるよ
うなものについては、極力取り上げようと考えて講義しているところであり
ます。
　この 3科目ですが、弁理士試験において必須の試験科目になっておりまし
て、この大学院で弁理士試験の免除対象科目というのがありまして、それと
の調整をする必要があり、私のところは基本的なところを最初に知識を享受
した後に、発展的な授業にしているのです。基幹科目というようなかたちで
の講義ですから発展科目の先生方の講義と重ならないように配慮するという
ことが、講義の際に配慮しなければならない例として注意をしていくことで
す。そういうことで 3科目はそれぞれ独立した科目で、それぞれ講義が独立
してあるわけです。ですので、それを全体的に体系的に全て講義できない科
目もあって、それが非常に工夫を必要とするところであって重複を避けるた
めにせざるを得ない調整になっています。そういうことがありますが、なる
べく具体的に意匠、商標、不正競争防止法も先ほどいろいろと話題に挙がり
ましたように、営業秘密というような点が非常に重要性を増してきていると
いう時代の背景がありますので、これらについても、法律でいかに目に見え
ない情報を保護する仕組みを作っていくか。そして、その仕組をどのように
証明して、どのようにそれによって法的な権利を行使できるようになるかと
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いうのを、しっかりと基礎的な知識として身につけてほしいと考えておりま
す。
　実践力という点ですけれども、最近話題になりましたオリンピックのエン
ブレムのトラブルなどがニュースで話題になりましたけれども、ああいうよ
うな新聞やタスクで話題になった事例などを参考にして、商標権との違いや
商品化するときの意匠権との関わりとか、プログラムに関する特許の問題と
かの複合的な絡み合いというのが知的財産の分野にはあるのです。そういう
ものも、著作権のみでなく知的財産を総合的にハンドリングして、知財ミッ
クスというようなかたちで、企業が有利に事業を展開できるような情報、知
識を享受できる、そういう能力を身につけていただけるように工夫していき
たいと思っています。以上です。
　飯田：ありがとうございます。スライドで分かるように、職業実践プログ
ラムの認定要件は、「●大学、大学院の正規課程及び履修証明プログラムで
あること、●対象とする職業の種類及び修得可能な能力を具体的かつ明確に
認定し、公表すること、●対象とする職業に必要な実務に関する知識、技術
及び技能を修得できる教育課程であり、授業時間の一定以上（ 5割以上を目
安）を以下の 2つ以上の教育方法による授業で占めていること。①実務家教
員や実務家による授業（専攻分野における概ね 5年以上の実務経験）②双方
向若しくは多方向に行われる討論（課題発見・解決型学修・ワークショップ
等）③実地での体験活動（インターンシップ、留学や現地調査等）④企業等
との連消した授業（企業等とのフィールドワーク等）」です。
　現在、知財大学院（総合知的財産法学研究科）では、①実務家教員や実務
家による授業、②双方向若しくは多方向に行われる討論は通常的になされて
います。③実地での体験活動（インターンシップ、留学や現地調査等）につ
きましては、インターンシップよりも強力なエクスターンシップというかた
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ちで、特許事務所で教育を受けるという授業も行われています。④企業等と
の連消した授業に関しては、JASRAC・特許事務所関連するものがありま
す。大学院としてみれば、このように時間数の短縮を除けば職業実践プログ
ラムの認定要件を満たしています。ここで、特に④に関連してですが、学生
の皆さんに認識して頂きたいことがあります。それは、本学法学部の教員に
は、他大学からすればうらやましくなる、とんでもなく高名な実務家教員い
るということです。
　例えば、裁判外仲裁（ADR）では、日本の第一人者といわれる中村先生
がいます。学部と大学院で教えています。ここで中村先生にちょっとADR
について説明をしていただきたいと思います。先生よろしくお願いします。
　中村：中村と言います。ご紹介いただきましたが、私は学部では裁判外紛
争処理法を、大学院では仲裁法という科目をそれぞれ担当しています。裁判
は、国家が提供している紛争解決手続ですが、それと違って裁判外で紛争を
解決する制度が裁判外紛争解決手続、いわゆるADRと言われている手続
で、これには、当事者間で迅速に、あるいは低廉に、あるいは専門家によっ
て紛争を解決するといったいろんなメリットがあります。
　とりわけ国境を超える紛争解決手段として仲裁が非常に注目されていて、
実際に広く使われております。また知財関係紛争にもADRが利用されてい
るという状況があります。したがって、民事紛争の解決は裁判所だけだと思
っている人が多いかもしれませんが、裁判外紛争解決手続いう選択肢もあり
ますので、皆さん頭の中に入れておいてください。ただし、ADRで重要な
ことは、当事者の合意に基づく紛争解決手続ですので、一方的にこれを利用
することはできません。
　最後に、本シンポジウムで気づかされたことは、本日出席の学生の皆さん
も既に気がついていると思いますが、日頃、個人の権利・利益、すなわち私
益を守るという視点から知財を見ることが多いのですが、公益的な見地、す
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なわち、我々日本人が日本の知的財産権をいかに守るかという点から知財を
捉える必要があるということで、本日は、前者のみならず日本の国益という
視点から議論がされました。後者の点から国益を守る知財の専門家を養成す
ることが重要であるということを非常に痛感いたしました。
　本学の学生の皆さんは知財の勉強をすることができる非常に良い環境に置
かれていますので、しっかり勉強して、将来、個人の知的財産権を守ること
のみならず、日本の国益を守るために活躍してもらいたいと思います。以
上、少しコメントをさせていただきました。
　飯田：どうもありがとうございました。まさに国士舘大、国士という言葉
で最後を締めくくれるような言葉でした。私の学部の教え子にも警察官 6人
いますし、知財の授業を受けた学生で警察官になった人も多数いるとおもい
ます。知的財産法を一生懸命勉強して「どこかで使えないかな」と職場で漏
らしていると、知財に関係することに使ってもらえたり、空港にいたりし
て、いろいろな話が出てまいります。ですから、いわゆる情報というのは非
常に重要なものだということで、情報犯罪は公的なものというふうに考えて
いただくと、まさに国士舘教育そのものといえます。できたら大学院の中に
短期コースということで、警察の現職の方と大学院生が交わって勉強できる
機会、例えば 7回コースとか 3回コースとか、そういうものが作れれば、プ
ログラムとしては一番いいのかなと思いますし、そのようにことも考えて進
んで行きたいと思います。そうすると仲間が非常に増え、学生諸君が活躍す
る場所も増えてくるのかなと思います。
　それでは番外編ということで、一部で話し足りなかったところを補いたい
と思います。先ず、今日特別に駆けつけて頂いた、少し変わったお仕事をさ
れている女性の先輩がいますので、少しお話しをして頂けるとありがたいと
思います。旧姓ですが石井麻衣子さんと言います。
　石井：ただ今ご紹介に預かりました石井と申します。ちょっと変わった仕
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事ということでご紹介いただいたのですが、私は今 CM制作を中心として、
その他映画制作、テレビ番組制作などを手がけております映像制作会社にお
りまして、そちらで法務の仕事をしております。 4年ほど前にこちらの大学
院を終了させていただきまして、そのときの先生方にいろいろ教わり、同級
生や先輩方に教わったことを生かしながら、今試行錯誤しているかたちで
す。
　飯田：何か良いことはなかったですか。
　石井：私自身は、大学は他大学の法学部を出ておりまして、国士舘のよう
な先進的な考えではなかったので、大学 4年間は完全に基本六法と言われる
ものをゴリゴリやるような大学生活でしたので、いわゆる、ここで力を入れ
て学べる実践力ですとか、ビジネスに直結するような授業ではなく、基礎理
論を固めるというようなかたちでした。ですから、企業で法務をやったとき
に直ちに使える知識があるかというと、完全に一から勉強し直しというよう
な感覚が自分自身にはありました。
　そういう中で著作権というのは、映像の世界では非常に重要なので、独学
で勉強を進めていたのですが、それに限界を感じて国士舘の方で勉強させて
もらうことになりました。先ほど比較するとよく分かるというお話しもあっ
たのですが、やはり著作権というのはさまざまな知的財産権の中の一つと位
置付けられる部分がありますので、特許や商標、意匠などを学ぶことによっ
て、著作権の位置付けというのも非常に理解することができましたし、体系
的な知識を得ることで自信を持って勤務することができるようになりました
ので、そういう意味では非常に恵まれた環境だと思っております。
　特に国士舘の大学院の印象としては、学部とはまた違うと思うのですが、
非常に先生方の面倒見も良く親身になってくださいますし、本当に近い距離
感で何でもお話しを聞いていただけるので、そういう意味では本当に貴重な
お時間をいただいたなという印象があります。
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　飯田：どうもありがとうございました。映画会社に勤めている方はあまり
みえないし、逆に放送・映像関係に就職したいと考えていた内田君のよう
に、重いものを担ぐために体力を蓄えてきたのですけれども、最終的には希
望の就職ができないということで 4年生の夏休みから弁理士志望に変えたと
いう学生もいます。就職でも資格試験でもどっちにも変更できる、これが実
は現代ビジネス法学科の今のところの特色です。法律学科の学生さんも現ビ
の授業を履修できますで、履修して、ステップアップするのも良いと思いま
す。
　最近は国士舘大というと、「知財」という言葉が出てくらいになってまい
りましたので、誇りを持って勉強して頂けると嬉しく思います。知財のプロ
グラムに関しましては、これからも警察関係、あるいはソフトウエア関係と
いうことで、協力関係をぜひ保ちながら、みんなで日本のために活動してい
きたいと思っておりますので、先生方、ご協力をよろしくお願いします。そ
れでは、最後に、言い足りなかった人、鈴木君いますか。隠れている人が一
人います（笑）。
　鈴木裕亮：今ご紹介に預かりました鈴木と申します。私は 2期生になりま
して、終了して以降、一般企業で 4年間 SEをやっていまして、去年転職し
て国士舘大学の情報システム科の方に所属しています。今の私の仕事はシス
テム関係の仕事なのですが、やはりこちらの分野に関しては、著作権とは切
っても切れない関係でして、例えば先ほどの講演の中に著作物の重要性は全
く増えてこないというお話しがあったのですが、基本的にそういった契約に
なっていまして、著作権法違反になってしまって、いろいろ問題になってし
まって問題が起きてしまう。そういった知識がないと、例えばシステムの方
としても、プログラムソフトウエアをいろいろ使ってしまうソフトウエアの
方も、知らず知らずのうちにはシステム化としてはシステムにはまってしま
って、あとあと大問題になってしまって、例えば著作権料の金額だけではな
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くて、特に企業絡みみたいなかたちになって、マスコミで公表されてしまっ
て、ブランドイメージが傷ついてしまうというかたちです。そういった苦情
は受けてしまいます。それを防ぐためには、やはりシステムにとっては著作
権の方の知識というのは非常に重要になりますし、そういった知識がどんど
ん必要になっていきますので、皆さま、どんどんこういった知識の方を、と
てもいい経験になりますので学んでいっていただければと思います。以上で
す。（拍手）
　飯田：ありがとうございました。では馬君、折角中国（北京）からこのシ
ンポジウムのためだけに来日頂きましたので、自分の宣伝も少ししてほしい
と思います。学生諸君、卒業後、中国企業とトラブルがありましたら、日本
のことをよく理解し、両国の法律に詳しいという馬弁護士に相談してくださ
い。今は、独立して一人で事務所を経営しています。親切な対応をしていた
だけます。知財大学院では、客員教授として、中国で著名な弁護士・弁理士
が隔年で授業をしています。中国の知財制度（立法関係含む）弁護士制度の
制定にもかかわっている人で、中国における「弁護士」の登録番号 2番目と
いう先生です。しかし、皆さん社会人になってからは年齢的に馬君の方を頼
って、弁護士として使っていただけるとありがたいです。まさに国士とし
て、皆さん仲間になるのではないかなと思います。では折角ですから、もう
少し宣伝していただきたいと思います。
　馬：分かりました。自分の宣伝より知財大学院を宣伝させて頂きたいので
す。本当に知財を勉強して良かったと思います。もし今日来られた皆さまが
知財に興味があったら、ぜひ知財を勉強してください。もし進学をした場合
には、まずしっかり勉強をすること。あとしっかり修論を。最後に周りの人
とコミュニケーションを取ることが大事であると強調いたします。
　なぜかというと、大学院でしっかり勉強すれば、社会に出て大学院で勉強
した知識を生かせる機会が沢山あると考えられます。なぜしっかり修論を書
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かなければいけないのかというと、やはり修論というのは人生一度しかない
チャンスですので、しっかり修論に力を入れれば、その後で仕事をする際
に、特にお客さまとメールで連絡するときに絶対に役立つと思います。では
なぜしっかり周りとコミュニケーションをしなければいけないのかというこ
とは、特に留学生にとって日本語を勉強する機会が少ないので、周りとよく
しゃべると自分の日本語能力もステップアップできるから、周りの人とコミ
ュニケーションをよくとると記憶に残ります。自分の人脈も作れますので、
社会人になってから絶対に役に立つと思いますので、ぜひがんばってくださ
い。知財を勉強してください。期待しております。以上です。（拍手）
　飯田：馬君自身の宣伝を期待したのですが、謙虚なのか（笑）。
　ところで私は、実務家としての仕事として、某デザイナーの国際的な知財
契約の関する顧問をしています。著作権、商品化権等に関し、中国で多くの
模倣品が出現し対処しなければいけないことがあります。将来的には馬君の
ところにお願いして、馬君が 1ヶ月も働けばベンツくらい買えるようになる
かなというぐらい仕事を出したいと思います。お互いに利益になることです
ので、国士舘の絆を強めていきたいと思います。あと話をしなかった人いま
せんか、内田君よろしいですか。
　ではフロアの方から何かご質問があれば承ります。「どうやって結婚する
のですか」という話でもいいですよ。「どうやって相手を見つけるのですか」
という話でもいいですよ。ゼミ生同士で結婚して、非常に上手にやっている
方もみえますので。遠慮なく、滅多にない機会です。今日のシンポジウムの
講師の先生方にでも結構ですけれども。よろしいですか。内容ですので、ち
ょっと時間オーバーしましたので、ここらで締めくくりたいと思います。
　ではこれで第二部、ありがとうございました。本日は大変長い間ありがと
うございました。最後の締めに法学部長の福永学部長よりごあいさつをいた
だきます。福永先生、よろしくお願いします。
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　福永：法学部長の福永でございます。今日は長時間に渡りまして、皆さん
参加してくださいましてまことにありがとうございました。卒業生の皆さ
ん、本当にありがとうございました。また江崎先生、本当にありがとうござ
いました。また知財の先生方もご苦労さまでした。また職員の方々にも会場
の設定からいろんな準備をしていただきました。ありがとうございました。
私も拝聴いたしまして、第一部の先輩方のお話しを聞いて、大変感銘を受け
ました。これだけの活躍する人材を国士舘大学は養成したのだと非常に誇ら
しくも思いました。先輩方の活躍を目の当たりにした皆さん、ぜひ先輩方の
ような弁理士、あるいはいろいろな企業法務、あるいは特許庁、そのあたり
で仕事をすることをぜひ考えていただきたいと思います。今日の第一部のお
話は、皆さんの進むべき一つの道を示してくださったものだと思います。皆
さんの前には明るい未来が開けていくのではないかと思います。
　また第二部、これは厄介ですね。私としては、お二方の講師のお話は非常
に重く受け止めなければいけません。国士舘大学法学部は現代ビジネス法学
科と法律学科の二学科体制です。本日、両学科の卒業生の活躍を目の当たり
にしましたけれども、今後国士舘大学法学部は、総合知的財産法学研究科と
手を携えて、車の両輪のごとく法学教育、特に知財教育に力を入れていかな
ければならないというところを、改めて感じました。今後はぜひそのように
していきたいと、私も微力ながら努力していきたいと考えております。ま
た、本日の先輩方の活躍は、知財の先生方の努力の賜物であるということも
私は実感いたしました。知財の先生方には心から御礼を申し上げていきたい
と思います。
　最後に学生の皆さん、今日は本当によく参加してくれました。そして、参
加された皆さんは多くの財産を得たかと思います。これだけの先輩方がおら
れるわけですから、国士舘大学の法学部に入った皆さんは自信と誇りをもっ
て勉強を続けてください。そして知財というキーワード、これを忘れない
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で、皆さんの一つの将来の道筋に加えていただきたいと思います。皆さんの
明るい未来と、そして本日来てくださった先輩方、講師の皆さん方、先生方
の今後の活躍をお祈りして、私の閉会のごあいさつとさせていただきます。
本日はどうもありがとうございました。（拍手）
 以上
